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　本書は，これまでの日本の開発教育における「学
び」や「行動」を「地域」や「足元」から再検討し，「こ
れからの開発教育」の課題や方向性を展望する論
考集である。

国連が「第一次開発の 10 年」を提唱した 1960
年代。欧米各国において，アジアやアフリカとい
った「南」の発展途上国の飢餓や貧困の問題をは
じめ，「北」の欧米先進国との経済格差や南北問
題などを学習テーマとする教育活動が，NGO な
どの民間の国際協力団体を中心に始まった。やが
て開発教育と呼ばれるこの草の根の教育活動は，
1980 年代に入って日本でも取り組みが始まった。
　この間，日本でも広く開発問題をはじめ，人権・
環境・平和などの地球規模の諸問題の理解と問題
解決のための学習教材や学習プログラムが考案さ
れ，いわゆるワークショップに象徴される参加型
学習の方法論を取り入れた学習形態が確立されて
きた。しかし，それが開発教育のめざす学習者自
身による問題解決に向けた参加や行動に必ずしも
結びついてはいないと本書は指摘する。
　たしかに，これまでの開発教育は「南」の開発
問題を「知り」，その原因や解決策を「考え」，そして，
身近なところから「行動する」ことを学習 者 に 促
してきた。しかし，遠い海外の深刻な問題を理解
し，その問題解決を NGO 活動のような国際協力
活動，あるいは個人の意識変革や生活様式の転換
などに求めようとしてきたあまり，「南」の開発
問題とも通底する日本国内の足元にある開発問題
が視野から外れ，地域づくりへの参加や地域再生
という視点や関心が疎かになったとも指摘する。

そこで本書は，「世界の開発問題は，日本国内
の地域の問題でもあるという一体的な視点」に立
って，日本の地域づくりと連動した開発教育の未

来像の提示を試みている。そうした先駆的な各地
の取り組みを，第1章「多文化の共生」，第2章「『農』
を中心とした学びの共同体づくり」，第 3 章「環
境と開発」，第 4 章「地域からの経済再生」，第 5
章「市民意識の形成と市民参加」，第 6 章「子ども・
女性の参加」。そして第 7 章「ネットワークづくり」
で紹介している。さらに各章はそれぞれのテーマ
を解説し論点を提示する総論と，国内外の実践事
例で構成され，総勢 29 名に及ぶ開発教育や地域
づくりの実践者や研究者が執筆に当たっている。
　それらに先立つ序論では，本学科の田中治彦氏
が「これからの開発教育と『持続可能な開発のため
の教育』」と題して，開発教育が直面する今日的状
況や今後の課題を提示している。そのなかでは，
戦後の開発論が変遷するなかで「持続可能な開発」
という概念が生成されてきた歴史的系譜を概観。
ユネスコ等の国際機関による一連の国際会議での
議論の中から ESD（持続可能な開発のための教育）
という新たな教育運動が国連から提唱された経緯
が紹介されている。そして，日本の開発教育が，開
発と環境をめぐるこうした議論や動向からも示唆や
刺激を受けながら，地球的課題の総合的理解とそ
の解決に向けた市民参加や地域参加という視点を
明確にし，参加型学習という方法論を確立してきた
点を指摘している。また，90 年代以降，「南」の村
落開発の現場で重視されてきた参加型開発に着目。
その理念や方法論が開発教育における参加型学習
のそれとも合致することから，今後，日本の開発教
育が足元の地域課題を探り，地域づくりと連動して
いく際の手がかりとなることを，タイ北部のチェンマ
イを拠点に活動する NGO 関係者との相互学習的な
取り組みを例に示唆している。
　本書は，四半世紀余りに及ぶ日本での開発教育
のひとつの到達点といえるのではないか。しかし，
今日の開発教育におけるワークショップ中心の学
習活動が，非日常的で擬似的な学びに陥りがちで
あるとすれば，その到達点は学習課題の日常性や
現実性と学習者の主体性や当事者性を回復してい
くためにも，「開発」や「教育」という営みの「地
域」や「足元」からのとらえ直しが，今改めて求
められていることを意味しているのであろう。


